
Copyright (C) CHUBU Electric Power Co., Inc. 

2021 年 10 月 15 日 

浜岡 3 号機原子炉建屋 2 階において、原子炉ウェル（注 1）の除染（注 2）作業に使用した洗浄

水を排水する際、洗浄水が排水桝から漏えいし、当社社員が被水した事象（2021年 9月 8日お知

らせ済）について、原因と対策がまとまったことから、お知らせします。 

今後、再発防止に努めてまいります。 

【今回お知らせする内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1 原子炉ウェルとは、原子炉上部にある空間で、燃料交換時に使用済燃料プール水面と同一レ

ベルに水を張り、原子炉圧力容器と使用済燃料プール間で燃料などの水中移送用のために使

用します。 

注 2 除染とは、作業員の被ばく低減および汚染拡大防止のため、機器や構造物に付着した放射性

物質を取り除くことをいいます。 

浜岡原子力発電所 3号機 原子炉建屋 2階における水の漏えいについて 

（続報）（原因と対策） 

事象の

概要と

問題点 

＜事象の概要＞ 
①原子炉ウェルの除染作業に使用した洗浄水は、通常復水器に排水しておりますが、復
水器が点検中であったことから、洗浄水を液体廃棄物処理系へ排水する計画としまし
た。 

②作業計画段階で、洗浄水を液体廃棄物処理系に排水するにあたっては、排水系配管
から分岐した配管に接続される排水桝から溢水する可能性があったため、排水枡と配
管の接合部に閉止栓を取り付けることとしました。また、現場で配管の敷設状況を確認
したところ、配管内部に水が溜まる範囲は、排水枡から燃料プール冷却浄化系熱交換
器（A）室の天井付近（約 3.4ｍ）までと判断し、慎重に閉止栓を取り外せば問題なく排水
できると考え、排水機能が付いていない閉止栓（図 3参照）を選定しました。 

③実際には液体廃棄物処理系へ繋がる排水系配管は立ち上がっていたため、想定した
範囲以上に洗浄水が残っており、閉止栓に高い圧力がかかっていました。（図 2参照） 

④除染作業終了後、この状態で閉止栓を取り外したところ、閉止栓の構造上、排水量の
調整ができなかった（図 3 参照）ため、想定以上の水の勢いにより周囲に飛散し、閉止
栓の取り外し作業を行っていた当社社員の被水に至りました。 

⑤被水した当社社員は、当日のうちに身体の表面汚染密度を測定し、汚染がないことを
確認しています。 

＜問題点＞ 
作業計画段階で以下の問題点がありました。 
①配管内部の残水量を正確に把握できていなかったこと。 
②適切な閉止栓を選定していなかったこと。 

＜原因＞ 
①現場や配管の高さ関係を示した図面を確認しなかったため、配管内部に想定以上の残
水があることに気付けませんでした。また、この確認行為を作業手順に定めるよう社内
規程に定めていませんでした。 

②排水枡からの溢水防止を考えるにあたり、排水時の漏えいリスクを過小評価していたこ
とにより、排水量を調整できる閉止栓（図 4 参照）を使用することまで思いが至っており
ませんでした。また、慎重に閉止栓を取り外せば問題なく排水できると考え、被水を想
定した飛散防止措置まで思いが至っておりませんでした。 

 
＜対策＞ 
①閉止栓取り付け箇所で残水の排水作業を行う場合は、作業計画段階で、現場や配管
の高さ関係を示した図面を確認し、配管内部の残水範囲および残水量を把握するよう
にします。これを確実なものとするため、同様な作業を実施する際には、配管内部の残
水範囲および残水量を把握する確認行為を作業手順に定めることを社内規程に定め
ます。 

②閉止栓を設置することにより、配管内に残水が想定される場合は、排水量を調整できる
閉止栓を使用することを社内規程に定めます。また、放射性物質を含む水の飛散リス
クがある場合は、ビニールシートなどによる飛散防止措置を確実に実施することを社内
規程に定めます。 

原因 

と対策 

https://www.chuden.co.jp/resource/ham/210908%203uRB2flrouei.pdf
https://www.chuden.co.jp/resource/ham/210908%203uRB2flrouei.pdf
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想定できていなかった 

残水範囲 

約３．４m 

（想定していた残水範囲） 

約６．５m 
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処理系へ 
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原子炉ウェルより 

図 3 閉止栓概略図 
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図 1 原子炉建屋 断面概略図 
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図 2    部 詳細図 （配管内部の残水範囲） 

 

閉止栓 

取付箇所 

排水系配管から 

分岐した配管 

排水系配管 

排水枡※ 

（漏えい箇所） 

液体廃棄物処理系へ 

原子炉建屋 2階 

原子炉建屋中 3階 

金属板 

蝶ねじ 

シール部 

（ゴム） 

シール部（ゴム）を金属板で挟む構造であり、蝶

ねじを締め付けることで、ゴムが潰れ、全周をシ

ールします。（左図） 

閉止栓取り外し時は、蝶ねじを緩めることによ

り、シール部全周に隙間が発生しますが、排水量

を調整することが難しく想定以上の水の勢いで排

水されました。（右図） 

シール部 

（ゴム） 

弁 

弁の開度を調節することにより、排

水量を調整することが可能です。 

図 4 排水量を調整できる閉止栓概略図 

復水器へ 

使用イメージ 

排水枡 

配管 

配管 

（直径約 5㎝） 

ストッパー 

※排水枡のサイズ 

直径：約 20㎝ 

高さ：約 25㎝ 


